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女性セミナー日程表

町田市パソコン講習会日程

生ごみ堆肥化容器一覧

〜
ひ
よ
ど
り
の
赤
ち
ょ
う
ち
ん
〜

（
そ
の　

）　

ヒ
ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ

２５４

　

ヒ
ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ
と
は
ひ
よ
ど
り

の
上
戸
、
つ
ま
り
飲
兵
衛
と
い
う
意
味

だ
。
こ
の
植
物
は
つ
る
性
で
ナ
ス
科
の

多
年
草
。
人
に
は
有
毒
だ
が
、
真
っ
赤

に
熟
れ
た
果
実
は
小
鳥
が
好
ん
で
食
べ

る
。
特
に
ヒ
ヨ
ド
リ
は
、
木
の
実
な
ら

何
で
も
食
べ
る
こ
と
か
ら
付
い
た
名
前

だ
ろ
う
か
。
赤
い
実
は
、
屋
台
の
赤
ち

ょ
う
ち
ん
に
も
見
え
る
。

　

我
家
の
庭
に
は
四
、
五
年
前
か
ら
鳥

が
種
子
を
運
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
が
、

自
然
に
生
え
て
き
た
。
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
い
た
ら
、
今
年
は
近
く
の
木
に
寄

り
か
か
り
な
が
ら
三
、
四
メ
ー
ト
ル
に

も
成
長
し
、
た
く
さ
ん
の
実
を
付
け

た
。
ト
マ
ト
の
よ
う
に
、
花
が
咲
く
と

つ
ぎ
つ
ぎ
に
実
が
結
実
し
、
や
が
て
赤

く
色
づ
く
。
成
育
期
（
十
月
ご
ろ
）
の

株
で
は
、
花
と
若
い
緑
の
実
と
真
っ
赤

に
熟
れ
た
実
と
を
同
時
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
植
物
だ

が
、
あ
ま
り
目
に
触
れ
な
い
。
赤
く
熟

し
た
そ
ば
か
ら
小
鳥
が
食
べ
て
し
ま
う

か
ら
だ
ろ
う
。
今
ご
ろ
の
季
節
に
、
雑

木
林
の
縁
で
、
鈴
な
り
の
真
っ
赤
な
実

を
見
つ
け
て
驚
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん

な
時
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ
に
見
つ
か
ら
ず
に

い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

花
は
七
ミ
リ
程
の
清
楚
な
白
い
五
裂

の
合
弁
花
で
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
次

々
に
咲
く
。
花
序
は
葉
と
対
生
の
位
置

に
、
二
股
、
二
股
と
枝
分
か
れ
し
、
そ

の
先
に
ひ
と
つ
ず

つ
花
を
つ
け
群
れ

る
。

　

葉
は
や
わ
ら
か

な
毛
に
覆
わ
れ
、

ふ
か
ふ
か
し
た
手

触
り
で
、
小
さ
い

も
の
は
卵
型
で
、

大
き
い
も
の
は
葉

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
ひ
と
り

親
家
庭
に
対
し
て
、
医
療
費
を
助
成
し

ま
す
。

【
該
当
す
る
方
は
申
請
を
】

○
対
象　

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母
（
配
偶
者
が
な
く
、
現
に　

歳
未

１８

満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
）
②
父

ま
た
は
母
に
障
が
い
の
あ
る
家
庭
（
身

体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
及
び
３
級

の
一
部
）
③
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上

の
拘
禁
、
ま
た
は
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家

庭
④
両
親
が
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ

い
る
養
育
者

○
助
成
の
範
囲　

医
療
機
関
で
支
払
う

べ
き
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
（
住
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
一
部
負

担
金
あ
り
）

※
申
請
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
（
同

居
の
父
・
母
な
ど
）
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
所
得
限
度
額
や
申
請
に
必
要

な
添
付
書
類
な
ど
、
詳
細
は
子
ど
も
総

務
課
（
11
７
２
４
・
２
１
４
３
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
現
況
届
の
提
出
を
】

　

す
で
に
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、

更
新
の
た
め
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
（
用
紙
は
送
付
済
で
す
）
。
期
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

○
提
出
期
間　
　

月　

日
（
火
）
〜　

１１

１１

２１

日
（
金
）

【
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
】

　
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は

６０
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
慢
性
疾

患
等
に
よ
り
常
時
注
意
を
要
す
る
状
態

に
あ
り
、
緊
急
時
外
部
と
の
連
絡
が
と

れ
な
い
方
に
対
し
高
齢
者
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

方
式
は
①
消
防
庁
方
式
②
民
間
方
式

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
①
は
緊
急
時
ボ

タ
ン
を
押
す
と
消
防
署
に
連
絡
が
入

り
、
緊
急
通
報
協
力
員
が
駆
け
つ
け
る

と
同
時
に
緊
急
車
両
が
急
行
し
ま
す
。

高
齢
者
緊
急
通
報
・

火
災
安
全
シ
ス
テ
ム

ご
利
用
下
さ
い

②
は
民
間
受
信
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が
入

り
、
近
く
を
走
行
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

が
駆
け
つ
け
る
と
同
時
に
緊
急
車
両
が

急
行
し
ま
す
。

　

利
用
に
は
自
己
負
担
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
火
災
安
全
シ
ス
テ
ム
】

　
　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は

６０
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
心
身
機

能
の
低
下
や
居
住
環
境
等
か
ら
防
火
の

配
慮
が
必
要
な
方
に
対
し
、
火
災
安
全

シ
ス
テ
ム
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
発
生
時
に
室
内
の
煙
ま
た
は
熱

を
火
災
警
報
器
に
よ
り
感
知
し
、
屋
内

と
外
部
に
警
報
ブ
ザ
ー
で
知
ら
せ
る
と

同
時
に
、
消
防
署
に
自
動
通
報
し
て
緊

急
車
両
を
呼
び
消
火
活
動
等
を
行
い
、

生
活
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
消
防
庁

方
式
の
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事

業
と
の
併
用
利
用
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

　

他
に
単
品
と
し
て
火
災
警
報
器
、
自

動
消
火
装
置
、
電
磁
調
理
器
の
給
付
も

あ
り
ま
す
。
利
用
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己

負
担
が
か
か
り
ま
す
。

◇

　

詳
細
は
お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
高
齢
者
介
護
課
（
11
７

２
４
・
２
１
４
６
）
へ
。

　

次
に
該
当
す
る
方
に
、
紙
お
む
つ
を

支
給
し
ま
す
。

○
対
象　

次
の
①
〜
④
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
①　

歳
以
上
の
方
②
要
介

６５

護
４
・
５
の
方
③
入
院
・
入
所
を
し
て

い
な
い
方
④
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

（
住
民
票
上
の
同
居
者
全
員
が
市
民
税

非
課
税
で
あ
る
こ
と
）

□問
 

高
齢
者
介
護
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６
紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す

　

生
ご
み
を
減
量
し
堆
肥
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
生
ご
み
堆
肥
化

容
器
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
見
本
品
は

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

販
売
し
て
い
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
（
全
種

類
）
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
（
１
〜
２
種

類
）
、
市
役
所
（
１
〜
２
種
類
）
に
あ

り
ま
す
。

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の

タ
イ
プ
と
個
数
（
原
則
２
個
ま
で
）
を

明
記
し
、
環
境
総
務
課
（
〒　

－

０
２

１９４

０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
リ
サ

イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
11
７
９
７

・
０
５
３
０
、
6
７
９
７
・
５
３
７

４
）
へ
。

　

市
で
は
、
現
在
焼
却
し
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

に
基
づ
い
て
分
別
収
集
し
、
資
源
化
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
、
必
要
と
な
る
施
設
の

建
設
を
予
定
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前
９
時

１１

１５

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
化
施
設
説
明
会

価　　格
（送料・税込み）特　　　徴容量

（リットル）容　　器　　名

２，７００円地上型のスタンダードタイプです。１３０コンポスター１３０型
２，７００円地上型で小型サイズの角型タイプです。７０コンポスターＤ－７０型
４，７００円地中型で投入蓋以外はすべて土に埋設します。１７０エコロエース

４，４００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地中型で２個セットです（発
酵資材＝ＥＭ菌１ボトル付き）。３０ミラコンポ

３，１００円地上型で取出口が付いているため、堆肥の取り出しができます。１２０コンポエース１２０Ｎ

３，０００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地上型で２個セットです（発
酵資材＝ＥＭ菌３袋付き）。１、３個売りにも応じます。１８．３ボカシ肥料専用容

器ＡＴ＃１８

２，２００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地上型で２個セットです（発
酵資材＝ＥＭ菌３袋付き）。１、３個売りにも応じます。１５ＥＭサポートＲ１５

　

分
か
ら

３０○
会
場　

リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー

□問
 

環
境
総
務
課
11
７
９
７
・
７
１
１
２

　

ハ
ス
の
果
托
の
染
液
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

染
め
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前
９
時

１１

２９

〜
午
後
０
時　

分
３０

○
会
場　

大
賀
藕
絲
館

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

１
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

草
木
染（
果
托
染
）講
習
会

大
賀
藕
絲
館

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１１

２０

で
大
賀
藕
絲
館
（
11
７
９
７
・
１
６
１

６
）
へ
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
ま
っ
た
く
触
れ
た
こ
と

の
な
い
方
の
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
的
な
操
作
方
法
を
習
得
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
講
習
で
す
。

　

下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
５５

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
実
費

○
申
し
込
み　

右
下
表
の
日
程
一
覧
か

ら
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
び
、
往
復
ハ
ガ

キ
（
１
人
１
枚
）
に
講
座
番
号
（
第
２

希
望
ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で

１１

２０

（
必
着
）
に（
社
）町
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森

１９４

野
１－

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町

１５

田
内
、
11
７
２
３
・
２
１
４
７
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

時　　間曜　日期　　日講座番号
 ９：００～１２：００火～土２日～６日

１２月

４０
 ９：００～１２：００月～金８日～１２日４１
 ９：００～１２：００月～金１５日～１９日４２
１３：００～１６：００月～金１５日～１９日４３
 ９：００～１２：００火～土１３日～１７日

２００４年
１月

４４
１３：００～１６：００火～土１３日～１７日４５
 ９：００～１２：００月～金１９日～２３日４６
 ９：００～１７：３０土～日２４日～２５日４７
 ９：００～１２：００月～金２６日～３０日４８

【
公
開
市
民
講
座
・
薬
の
正
し
い
使
い

方
】

　

薬
は
今
や
、
誰
で
も
ど
こ
で
も
好
き

な
だ
け
買
え
る
時
代
で
す
。

　

し
か
し
、
簡
単
に
手
に
入
る
割
り
に

は
、
薬
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を
持
っ

て
い
る
方
は
案
外
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
昭
和
薬
科
大
学
と

の
共
催
で
、
薬
に
つ
い
て
の
正
し
い
使

い
方
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

○
期
日　
　

月
６
日
（
土
）

１２

○
講
師　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病

院
薬
剤
部
部
長
・
増
原
慶
壮
氏
、
昭
和

薬
科
大
学
天
然
物
化
学
研
究
室
助
教
授

・
増
田
和
夫
氏

○
定
員　

１
５
４
人
（
申
し
込
み
順
）

【
報
道
さ
れ
な
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

真
実－

戦
後
２
年
目
を
迎
え
た
人
々
の

暮
ら
し－

】

　

戦
争
後
２
年
目
を
迎
え
た
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
す
。
現
在
の
人
々
の
暮
ら
し
を
学

び
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何

か
を
考
え
て
い
く
機
会
と
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１２

１４

○
講
師　

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

久
保
田
弘
信
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

◇

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
中
央
公

民
館
（
11
７
２
８
・
０
０
７
１
へ
）
。

【
性
風
俗
文
化
を
考
え
る
】

　

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
っ
て
、
だ
れ

も
が
発
信
者
、
受
信
者
に
な
り
う
る
現

在
、
性
風
俗
と
は
何
か
、
否
定
論
・
肯

定
論
を
含
め
て
、
様
々
な
側
面
か
ら
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３５

※
保
育
あ
り
（
２
歳
〜
就
学
前
、　

１０

人
）

○
費
用　

保
育
希
望
の
方
は
連
絡
ノ
ー

ト
代　

円
７３

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
（
保
育
希
望
の
方
は

子
ど
も
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・

性
別
も
）
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で

１１

３０

（
必
着
）
に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
女
性

セ
ミ
ナ
ー
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、

１９４

原
町
田
６－

８－

１
、
11
７
２
８
・

０
０
７
１
）
へ
。

講師・担当内　　　　　容期　日
保育士、公民館職員保育説明会、講座オリエンテーション１２月１３日
女性史研究家・吉見周子氏性風俗史１２月２０日

女性の家サーラ・武藤かおり氏風俗産業従事外国人労働者の現状２００４年
１月１７日

立川少年センター職員青少年と性犯罪―多摩地区の現状１月３１日
公民館職員話し合い　性の自己決定論って何？２月７日
東京都立大学教授・江原由美子氏性の商品化　フェミニズムからみた性風俗２月２１日
立教大学教授・服部孝章氏表現の自由とポルノグラフィ３月６日
医学博士・福島章氏公開講座　青少年と性情報３月１３日
公民館職員話し合い３月２０日

※いずれも土曜日です。

身
に
先
の
丸
い
裂
片
を
持
つ
。
そ
の
た

め
に
、
葉
型
に
は
い
ろ
い
ろ
変
化
が
見

ら
れ
て
お
も
し
ろ
い
。

　

ナ
ス
科
に
は
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ク
コ
等
と
食

用
に
な
る
も
の
が
多
い
が
、
反
対
に
ハ

シ
リ
ド
コ
ロ
、
タ
バ
コ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン

ア
サ
ガ
オ
、
イ
ヌ
ホ
ウ
ズ
キ
等
と
有
毒

も
多
い
。

　

十
一
月
半
ば
と
も
な
れ
ば
、
華
や
い

で
い
た
赤
や
黄
、
紫
の
草
木
の
実
は
お

お
か
た
小
鳥
達
に
つ
い
ば
ま
れ
、
林
に

静
寂
が
訪
れ
る
。

　

小
春
日
や

　

石
を
噛
み
居
る

　

赤
蜻
蛉
（
鬼
城
）

（
南
大
谷
・
長
島
靖
彦
）

ヒヨドリジョウゴの果実
Ｈ．１５．１０．２０．南大谷にて撮影

講
演
の
ひ
ろ
ば

女
性
セ
ミ
ナ
ー

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

ひひ
っっ
そ
り
生
き
る
町
田
の
自
然

そ
り
生
き
る
町
田
の
自
然

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
の
催
し

会
場
は
い
ず
れ
も
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
で
す
。


